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ささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育

あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

狭山の今昔物語
－市立幼稚園－

　子育て世代の支援策として狭山市が力を入れて

きたのが、市立幼稚園の整備です。ピーク時の昭和

54年には､9園で園児数2,112名を数えましたが、

少子化の影響により幼稚園の統廃合が進み、本年

3月をもって新狭山・柏原・狭山台の3園が閉園｡4月

からは入間川と水富の2園になります。
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手作りのお茶を大切な人に

野菜もたっぷり。今の子ども達は幸せね
2月9日㈪／大人の給食体験（柏原学校給食センター）

2月22日㈰／狭山茶でおもてなし講座（農村環境改善センター）

　60～ 80代の参加者

は、おいしい給食に感

激!衛生面やアレルギ
ー対策など、子ども達

に「食の安全」が届けら

れていることを実感し

ました。

　狭山茶の魅力を知り

発信しようと､5回にわ

たって開催する講座に

30名が参加。この日は

手もみ茶作りを体験し、

できたての狭山茶の香

りを楽しみました。

　10日の「宵
よいみや

宮」に行われた饗
きょうえん

宴型の神事「座
ざぞろいしき

揃式」。
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や関係者以外立ち入ることの許されない神聖な

場には、大人だけでなく伝統を受け継ぐ子ども達も

そろい、奉仕しました。翌11日の「大
たいさい

祭」にはお囃
は や し

子

や露店も出て、大勢の人でにぎわいました。

境内で醸
じょうぞう

造した神
み き

酒が振る舞われました

英語大好き!楽しいよ!

　市内の小学校10校、中学校2校の児童・生徒たち71

名が、日ごろの勉強の成果を発表。緊張気味の子ども

達もステージに立つと、好きな歌やクイズ、早口言葉

などを英語で堂々と披露しました。
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2月10・11日（火・水）／甘酒祭り（梅宮神社）
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2月7日㈯／小中学校英語フェスティバル（入間川小学校）

平成4年に県の無形民俗文化財に指定されています

狭山市文化団体連合会15年の歩みが結集
2月24日㈫～3月1日㈰／狭山市民芸術祭（市民会館）

　「ふるさと狭山～ちょっくら来てくんろ」をテーマ

に、展示や舞台発表などが行われました。連合会設立

15周年を記念した企画公演では、群読や唄、寸劇、合

唱などをとおして狭山の歴史と民話をたどり、舞台と

観客が一体となって、ふるさとの魅力に触れました。

おりぴぃも駆けつけ、皆さんと一緒に踊りました

これまで3園で7,308名を送り出しました
2月5・6日（木・金）／閉園式（新狭山・柏原・狭山台幼稚園）

　3月31日㈫をもって閉園となる3つの市立幼稚園

で､閉園式が行われました。「閉園宣言」が読み上げら

れ、園長の手に。園児たちは先生や保護者などを前に、

「たくさんの友だちをありがとう」「たくさんの思い出

をありがとう」と、幼稚園に感謝の思いを伝えました。

幼稚園を応援してくれた人へ大好きな歌をプレゼント

平成26年度
「狭山市小中学生スポーツ・文化表彰」

　2月6日㈮、スポーツや文化で優秀な成績を収め

た市立小・中学校の児童・生徒の皆さんを表彰しま

した。おめでとうございます。（敬称略）

【スポーツ表彰】

◆個人（20名）／栗原理紗（中央中学校）、白根龍

（入間川中学校）、沖野谷翔太（入間中学校）、篠田拓
たく

磨
ま

（同）、粕谷昴
すばる

（同）、大橋周平（山王中学校）、戸澤

涼香（同）、雨宮颯
そ う ご

吾（入間野中学校）、池田遥
はるか

（同）、

齋藤凱
かい

（同）、大山諒
りょう

（同）、林優
ゆ う き

希（同）、設楽王
お う が

我（堀

兼中学校）、五十嵐そよか（狭山台中学校）、村山テ

ィナ（同）、前田実咲（西中学校）、吉岡史
し

龍
りゅう

（同）、田

井知亜季（同）、杉山泰
たいせい

成（柏原中学校）、荒木莉子

（狭山台小学校）

【文化表彰】

◆団体（1団体）／東中学校吹奏楽部

◆個人（9名）／河野祐輝（入間中学校）、松本秋乃

（同）、山﨑つくし（山王中学校）、富田明
あ か り

里（入間野

中学校）、小寺智
さと

子
こ

（同）、中山凛
りん

（柏原中学校）、吉田

みさき（同）、及川菜菜子（同）、福山剛
たける

（同）

日本に住んで気づいた文化や生活習慣の違い

　狭山市国際交流協会の主催により開催｡6か国23

名の外国人が、たくさんの来場者を前に、将来の夢、

生活習慣の違いに対する戸惑い、日本の自然の美し

さに感動したことなどを日本語で発表しました。

2月8日㈰／日本語発表会（中央公民館）

新狭山小学校の「なかよし会」

　2月16日㈪、新狭山幼

稚園と新狭山保育所の

園児38名が新狭山小

学校の1年3組の児童

と遊びをとおして交流

しました。もうすぐ小

学生になる園児が不安なく、希望を持って入学で

きるようにと行われたものです。児童は、絵に描い

た「学校で楽しかったこと」を園児に見せながら説

明し、学校探検に出発。園児と手をつなぎ、声をか

けながら「ここが保健室、けがをしたら先生が手当

てしてくれるよ」など

と校内を案内しまし

た。園児たちは、やさ

しい先輩1年生の案内

で4月から通う学校の

生活を知ることがで

きたようです。
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